
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。
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「広島神楽」定期公演へようこそ！
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山 本  貴 範
田 村  和 也
佐々木 恵太朗
山 口  蕉

須佐之男命
足 名 椎
手 名 椎
奇 稲 田 姫
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半 田  徹
平 岡  時 和
江 田  和 弘
山下  瑚太郎

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　
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佐々木  崇志
中 本  雄 己
山 口  莉 奈
中 村  直 哉

　出雲の国に暮らす足名椎（あしなづち）・手名椎（てなづち）老夫婦には八人の娘がいました。しかし年毎に一人またひとりと大
蛇に飲み取られ、七人まで娘を失いました。そしていよいよ八人目の姫が飲み取られる季節となり、老夫婦と八人目の姫・奇稲田姫
（くしいなだひめ）は嘆き悲しんでいました。そこへ高天原（たかまがはら）から舞い降りた須佐乃男命（すさのおのみこと）が通り
かかり、その訳を聞きます。
　尊は、大蛇退治を決め、老夫婦に八塩折（やしおり）の毒酒を造らせ酒を入れた樽の後に姫を立たせます。やがて、どこからとも
なく大蛇が現れ、毒酒に映った姫の影を飲み干していきます。酔いの回るほどに暴れ狂い、しだいに酔い伏してしまいます。これ
を待ち構えていた尊は、壮絶な戦いの末、大蛇を退治します。
　大蛇の腹を切り裂くと、一本の刀が出てきます。これを天叢雲剣（あめのむらくものつるぎ）と名づけ、天照大神（あまてらすおお
みかみ）に捧げます。そしてめでたく奇稲田姫を妻とし、平和で豊かな出雲の里で暮らしていくという物語です。

第二幕『八岐大蛇』（やまたのおろち）
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紅 葉 姫
手 下
手 下
八幡大菩薩

佐々木  崇志
田 村  和 也
中 村  直 哉
中 本  雄 己
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平 維 茂
相良蔵 人

半 田  徹
中 村  悠 哉

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　
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管 沢  秀 巳
佐々木 恵太朗
川 江  翔 太
山 口  莉 奈

　平安時代の中頃、武勇の誉れ高い信濃の守・中納言平維茂（たいらのこれもち）は、「信州・戸隠山に棲み、世の中に災いを及ぼ
している『鬼女』を退治せよ」との勅命を受けます。
　維茂主従は、戸隠の険しい道を登りますが季節は秋、艶やかに色づいた紅葉は陽を受けて燃えさかる炎のように美しい景色の
中で、姫に化身した鬼女が「紅葉狩の宴（うたげ）」を開いていました。主従は誘われるまま宴の客となり、酔い伏してしまいます。
麗しき姫は、正体を現し取り食らおうとしますが、その時維茂が日頃より信心する八幡大菩薩の使神竹内ノ神が現れ鬼女を追い
払い『神剣』を授けます。正気を取り戻した主従は、鬼女との戦いに挑み、退治するという物語です。

第一幕『紅葉狩』（もみじがり）

宮乃木神楽団プロフィール ～広島市安佐北区～
平成10年に、広島県広島市安佐北区飯室の野原八幡神社を御祭神として設立しまし、阿須那系八調子を源流とする、梶矢神
楽団に師事を受けています。
神楽とは何か？を考え、儀式舞、儀礼舞、能舞の流れをふまえ、先人たちの築き上げた心意気を学びたいと考えています。
今後とも芸を磨き、見る人の心に残る神楽、また足を運んで頂けるよう日々精進していきたいと思います。

みやのきかぐらだん


